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 カイラルな結晶構造を有する磁性体では、ジャロシンスキー・守谷 (DM) 相
互作用のため、“カイラルらせん磁気秩序”と呼ばれる磁気秩序（スピンテクス

チャ）が発現する。さらに、磁場をらせん軸に垂直な方向へ印加すると、らせ

ん磁気秩序のねじれが周期的にほぐれ、“スピン位相ソリトン格子（カイラル磁

気ソリトン格子）”と呼ばれる非線形スピンテクスチャが現れることが理論的に

予言されている。重要なことに、これらの磁気秩序はスピン位相のねじれが凝

縮した巨視的な量子位相秩序である。巨視的位相秩序に特有な物性を用いたス

ピントロニクスなどへの応用が期待されるが、現時点で、これらの物性の詳細

は実験的にほとんど明らかにされておらず、重要な研究課題である。 
本研究では、カイラル磁性体におけるスピンテクスチャの全貌を解明するこ

とを目指し、電子顕微鏡法（主に低温ローレンツ法と電子線小角散乱法）に基

づく実空間解析および逆空間解析を進めている。ここで喚起すべきは、“らせん

磁気秩序”は周期の狭い 180°ストライプ強磁性磁区と似通った磁気構造を示す

ことであり、実験に於いてこれらの磁気構造の同定には慎重を期すべきである。 
我々は、電子線を用いた実空間および逆空間における多角的な解析により、

カイラル磁性結晶 Cr1/3NbS2 において 48 nm の周期を有する“カイラルらせん

磁気秩序構造”が存在することを実証することに成功した。また、らせん軸に

垂直に比較的弱い磁場（~ 0.1 T）を印加することにより、“カイラルらせん磁気

秩序構造”が連続的に“カイラル磁気ソリトン格子”に遷移することを実験的

に見出した。これらのカイラル磁気秩序は極めて安定であり、巨視的スケール

にわたり一様に出現することを明らかにした。本講演では、「カイラル磁気秩序

の実証」に関する実験の詳細について報告する。 
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